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回
は
市
に
寄
贈
さ
れ
た

資
料
の
中
か
ら
、
お
よ
そ

１
０
０
年
前
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
誌

を
紹
介
し
ま
す
。

　
写
真
の
資
料
は
雑
誌
『
流
行
』

の
第
５
年
３
月
号
で
、
明
治
41
年

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
す
。
刊
行

元
は
江
戸
三
大
呉
服
店
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
江
戸
時
代
に
繁
盛
し
後
に

百
貨
店
の
先
駆
け
と
な
っ
た
白
木

屋
呉
服
店
で
、
服
の
生
地
な
ど
の

商
品
紹
介
、化
粧
品
な
ど
の
広
告
、

衣
服
の
流
行
や
髪
の
結
い
方
に
つ
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100 年前の
　ファッション誌

い
て
の
コ
ラ
ム
な
ど
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
化
粧
の
仕
方
の
コ
ラ

ム
を
読
ん
で
み
る
と
、「
目
を
パ
ッ

チ
リ
見
せ
る
法
」
な
ど
の
現
代
に

通
じ
る
よ
う
な
項
目
も
あ
れ
ば
、

「
卯
之
助
あ
ぶ
ら
」
と
い
う
鬢び

ん

付

け
油
の
使
い
方
と
い
う
現
代
で
は

滅
多
に
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
に

関
す
る
項
目
も
あ
り
、
１
０
０
年

前
の
人
々
の
生
活
が
垣
間
見
え
ま

す
。

　
雑
誌
な
ど
の
逐
次
刊
行
物
の
大

半
は
、
読
み
終
わ
る
と
皆
さ
ん
処

分
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
は
最
初
は
日

常
の
ご
く
当
た
り
前
の
も
の
で

す
。
し
か
し
時
間
が
経
っ
て
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
当
時
の
社
会
を

切
り
取
っ
た
と
て
も
貴
重
な
資
料

と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で
は
７
月
１

日
水
か
ら
、
市
民
か
ら
寄
贈
を
受

け
た
書
籍
や
日
用
品
に
関
す
る
展

示
を
開
催
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
歴
史
館
企
画
展

身
近
な
文
化
財

―
石
岡
市
寄
贈
資
料
展
―

期
間
／
７
月
１
日
水
～
10
月
４
日
日

場
所
／
ふ
る
さ
と
歴
史
館

休
館
日
／
月
曜
日

　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

掲載しているイベント・休館日等の情報は、新型コロナウイルス感染症の拡大状況等に応じて、中止または変更にな
る場合があります。最新の情報は、図書館ホームページにて掲載しています。

児童クラブに本を配達
臨時休校していた市内小学校の児童ク

ラブに本を届けました。本は図書館職員が
１冊１冊消毒。今後も子どもたちが楽しい
時間を過ごしてもらえるように、様々な活
動を続けていきます。

『流行　第５年３月号』

いしおかの民話が紙芝居に
　「ふるさと学習」のテキストづくりにかかわっ
た「府中塾」の協力を得て、市に古くから伝わ
る民話の紙芝居 4 作品を発行しました。

◆こども図書館　午前 10 時 30 分から
おはなし玉手箱　４日土
ひよこのおはなしかい　９日木
むかしむかしのおはなし会　18 日土
◆中央公民館　午後２時 30 分から
おはなしフレンズ　11 日土

7 月 1 日水から貸し出します。
　▶冊数：１冊 ▶期間：１週間（延長不可）
※該当する学年の本を、児童本人のカー

ドで借りてください。
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▶「親は諸白、子は清水」
▶「国分寺の雄鐘、雌鐘」
▶「長楽寺の天狗」
▶「代田のダイダラ坊の足跡」

ふるさと学習や、一般貸出用として活用します。

【７月の休館日】6 日月・13 日月・20 日月・23 日木・24 日金・27 日月・30 日木

読書感想文の課題図書

７月のおはなし会



防災無線の放送内容が聞き取れなかったときには…
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友
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葉
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お
詫
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石
岡
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月
１
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掲
載
の
俳

句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
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ま
す
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岡
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この会は、約 30
数年前に、八郷町
内の書塾主催者と
同好の氏が団結を
して結成された団
体です。

市が合併してか
らも、年１回の硯
友会書展（8 月）、
各地の美術館や展示会の見学研修、柿岡小
学校の書初め指導等を主な活動としていま
す。会員には公民館講座の指導をしている

者もおりますので、興味がある人は、お問
い合わせください。 
会員数：30 人　　年会費：1,500 円
問℡ 42-3039（助川）、44-3344（小松）
　　 43-0792（平岡）、090-7711-9689（松本）

石岡三曲協会 
・三曲合奏温習会 
日時：7 月 4 日土　　　
　　午前 9 時 30 分～午後 0 時 30 分 
場所：若松町公民館　1 階 
問石岡三曲協会 ℡ 22-2597（川村）

第 22 回
八郷硯友会 文化協会だより

俳
句
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都
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逸
）

川
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